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研究成果の概要（和文）： タイのユーミエンのもとで生じている新たな宗教現象は、(1)固定的祭祀施設＝廟の
建設、(2)シャマンあるいはシャマン祭司としての女性祭祀者の登場、(3)歌唱による儀礼執行という３つの特徴
がある。これらはタイのミエンには無かった現象である。それは従来の儀礼知識と歌謡知識とを再編し応用して
新たな儀礼を作り上げたものであった。この新宗教現象は、従来の儀礼に対して相補的な形で展開されている。

研究成果の概要（英文）：A new religious phenomenon occurred in the Iu Mien society of northern 
Thailand. It has features as follows: 1) The construction of　permanent shrines. 2) Female shamans 
conducting rituals. 3) Conducting rituals by songs. There were no such features in traditional 
rituals. They constructed new religious rituals by restructuring traditional ritual knowledge and 
knowledge of songs.　Its activities were developed as complements of the traditional rituals.

研究分野：社会人類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究の前にはミエンの文化復興運動の
調査研究を行ってきた。その文化復興運動の
実践には、漢字教習や伝統文化セミナーなど
の「教習型」実践と、スポーツ文化祭や音楽
祭などの「イベント型」実践との二つの類型
があった。「教習型」の実践は 2000 年代を
最盛期として 2010 年代に入ると衰え、一方、
「イベント型」の実践は、2010 年代に入っ
て盛んになりつつあった。その「イベント型」
に類する現象で、2010 年代以降顕著になっ
てきたのが、従来にない特徴を持つ新しい宗
教現象である。新たな宗教現象(以下、新宗教
現象)は、(1)固定的祭祀施設＝廟の建設、(2)
シャマンあるいはシャマン祭司としての女
性祭祀者の登場、(3)歌唱による儀礼執行とい
う３つの特徴をもつ。（1）も従来になかった
現象であるが、特に(2)女性祭祀者の登場と(3)
歌唱による儀礼執行は、タイ北部のミエンの
儀礼には見られなかった全く新しい現象で
あった。この点で、文化復興運動の新たな局
面であるとともに、民俗知識の再編の新たな
展開であった。 
 
２．研究の目的 
（1）新宗教現象の儀礼プロセスの詳細な記
録と分析に基づいて、既存の儀礼知識が再編
されて新たな儀礼を創り上げたメカニズム
を明らかにし、女性祭祀者がジェンダーの境
界を越えて儀礼に参与するようになった要
因を解明する。（2）歌唱による儀礼執行は、
単なる儀礼知識の再編にとどまらず、歌唱知
識の再編でもある。そのために歌唱文化その
ものを調査して歌唱を成り立たせている言
語的諸規則を明らかにし、歌唱知識が儀礼知
識とどのように接合されてきたかを解明す
る。（3）以上の作業を通じて、儀礼知識の再
編を、「教習型」文化復興運動も含むユーミ
エンの民俗知識の再編の大枠の中に位置づ
ける。これによって、新宗教現象が生じた要
因を明らかにするとともに、国民化・グロー
バル化が進行する中におけるマイノリティ
の抵抗実践としての側面を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 主としてインタビュー調査による。その対
象は A.女性シャマンなど新宗教現象に関わ
っている人々、B.新宗教現象に直接関わって
いない他村一般のユーミエンの人々、C.祭司
など儀礼に関する民俗知識を集約的に伝承
している人々、D.文化復興運動を中心的に担
っている人々である。A のインフォマントに
は、新宗教現象に関する情報を聴取する。B 
のインフォマントには、新宗教現象と文化復
興運動に対する反応、民俗知識のあり方につ
いて聴取した。C のインフォマントには、儀
礼に関する民俗知識の伝承形態とその内容
について聴取した。D のインフォマントには
文化復興運動の組織的側面について聴取し
た。さらには、E.新宗教現象の儀礼の記録・

参与観察および F.ユーミエンが主催してい
るイベントの記録・参与観察を行った。これ
らのデータを分析し、民俗知識の大きな変化
の流れの中に新宗教現象と文化復興運動を
位置づけた。 
 
４．研究成果 
廟の建設と建て替え タイのミエン社会にお
ける最初の廟の建設は、2000 年にチエンラー
イ県の HCL 村であった。この廟において、女
性のシャマンが出現した。その影響は同じチ
エンラーイ県のHCP村におよび、2004年に「ユ
ーミエン文化センター」の名目で実質的な廟
が建設された。その後 2009 年陰暦八月十五
日に最初の降神があり、女性 1名と男性 2名
に盤王が降神し託宣した。2010 年に主祭神の
盤王の像他を設置した。2012 年陰暦正月に隣
にあった集会所に神像を移して、そこを第二
の廟とし、2012 年陰暦三月に旧廟を取り壊し
た。更にその跡地に新しい第三の廟を建設し、
2015 年に開廟した。廟は建て替える度に規模
が大きくなっている。 
廟における儀礼 HCP 村の廟における女性シ
ャマンが執行する儀礼は、陰暦毎月初一日と
十五日に開かれ、正月初一日～三日と七月十
四日・十五日には大規模な儀礼が行われる。
この正月と七月の儀礼を毎年観察・記録した。
廟においては女性シャマンが降神して、歌を
唱って神を祀り儀礼を執行する。それを毎回
録画記録した。全般的に儀礼の次第等が固定
化しておらず変化が大きいことと、在来儀礼
の要素を新たに取り込んでいることが明ら
かになった。第一廟、第二廟の時には、女性
シャマンがクライアントの求めに応じて治
療儀礼や占い、託宣を盛んに行っていた。第
三廟になってからは、女性シャマンが個人的
な相談に応じて儀礼を行うことが少なくな
り、リーダーの男性祭司が行う儀礼の補助と、
女性シャマンの集団儀礼が増加した。このよ
うに、廟における女性シャマンの儀礼の内容
が変化してきている。これは、個人的な儀礼
を避け、女性シャマンの集団の統合が強くな
ってきたと看取される。一方で一般信者の参
拝が減少し、廟の活動に変化が見られた。 
女性シャマンの活動の展開 HCP 村の女性シ
ャマンが村外で個別の要請に応えて行って
いる治療儀礼の観察記録も行った。女性シャ
マンの活動範囲が HCP 村内にとどまらず、タ
イ北部のユーミエン村落のかなり広い範囲
にわたっており、女性の儀礼参入が広く受け
入れられていることを明らかにした。 
女性シャマンの経歴 二十数名の女性シャマ
ン各個人の経歴・成巫過程・師弟関係等を聞
き取った。これらによって、女性たちがシャ
マンになった動機等の情報を収集した。女性
シャマンが初めて降神したのは、五十歳代以
降になってからという事例が多く、高齢での
降神体験という特徴がある。 
女性シャマンたちの組織 廟の女性シャマン
たちの大半は、リーダーの盤 ZF という男性



祭司を「師父」とし、劉 MK という女性シャ
マンを「師母」として、この二人と師弟関係
を結んでいた。少数の者が劉 MK 以外の女性
シャマンを「師母」としていたが、それらの
師母も劉 MK の弟子であり、大枠では全女性
シャマンは盤 ZFと劉 MKに収斂する二系列の
師弟関係によって統合されていたのである。 
歌謡語の調査 ナーン県 NG 村とパヤオ県 PY
村において、歌詞の採録と詠唱法に関する聞
き取り調査を行った。ユーミエンの歌には口
語とは異なる語彙による「歌謡語」が用いら
れる。漢字で書かれた歌詞を採録し、その一
字ごとの発音を記録した。これにより、歌謡
語の解明を進めた。また、既存の歌詞がない
即興歌の録音と発音確定、意味の聴取も遂行
した。これらにより、詠唱法の詳細が明らか
になり、さらに歌詞に見られる歌謡言語の採
集がすすんだ。 
詠唱法 詠唱法も４種類あり、用法が複雑で
あるが、歌に詳しい祭司とともに儀礼の映像
ビデオを観察して、儀礼で用いられている詠
唱法が４種の詠唱法の内の 1つのコン・ヅゥ
ンという詠唱法であることを特定した。 
「ユーミエンの音楽祭」 毎年 4 月にチエンセ
ーン市で開催されており、2015 年にその観察
記録を行った。この音楽祭はユーミエンの自
発的な歌謡イベントとして維持されている。
いずれにしても、ユーミエンの全国組織が直
接関わらない個別発生的な運動である。この
音楽祭においては伝統的な歌謡と現代的な
楽曲がともに演じられている。その組織や準
備についても詳細な聞き取りを行い、歌謡を
めぐるユーミエンの動向を把握した。 
表 1 従来の儀礼と HCPの廟の儀礼 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
相補的展開 こうした新宗教現象は、既存の
儀礼と対抗するものではなく、既存の儀礼と
は共存する形で展開されてきた。従来の儀礼
で祭司の後継者難により担えなくなってき
た小儀礼(厄除け、強化儀礼、祓除儀礼等)を
担当している。これは、従来の儀礼に取って
代わるものではない。儀礼執行に歌唱という
新たな方法を導入し、神が降り儀礼を執行す
る方法を導入したことで、従来のように経文
を読誦することが必要なくなった。これによ
り、女性の儀礼執行への参入が可能となった。
また、祭神も、従来の道教・法教儀礼では対
象としてこなかった神々を祭神とし、可視化
した。すなわち、儀礼の執行方法と祭神の両
方において、従来の儀礼のニッチを埋める形
で展開されてきたのである(表１参照)。 

民俗知識の再編 新宗教現象では、既存の儀
礼の形式や歌謡の技法を取り入れ、再編して
応用している。従来無かった「師母」という
役割を創出したのもそうした儀礼知識の再
編である。また、従来の儀礼では祭司対象と
なっていなかった口承伝承による神々を主
祭神として儀礼を組み立てているのも民俗
知識の再編である。全体として儀礼知識の伝
承者が減少し、ミエン文化の危機が危惧され
る中で、こうした民俗知識を再編した適応が
生じたと言える。 
研究成果の意義 このようなミエンの新宗
教現象が新しいため、これに着目し調査研究
している研究者は筆者のみであり、また、ミ
エンの歌謡について研究している研究者も
極めて少ないため、ミエンの文化変容を研究
する上で大きな役割を果たしている。 
今後の展開 今後は、歌謡の調査を進め、歌
謡語語彙の収拾を図るとともに、その語彙収
集の成果を活かして、儀礼における女性シャ
マンの託宣等の歌の内容分析を展開して行
きたい。 
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